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京都への修学旅行の実施について 

～修学旅行の安心・安全とＳＤＧｓ探求学習プログラムの充実～ 

 

平素より，京都への修学旅行の実施につきまして，格別の御理解と御協力を賜り，

厚く御礼申し上げます。 
新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中，子どもたちに寄り添いながら，

安心・安全の確保と学校教育活動の両立に御尽力されていることに敬意を表します。 

さて，本市におきましては，修学旅行専用の２４時間感染電話相談をはじめとする

修学旅行の安心・安全な受入環境整備に取り組んでまいりました。令和３年は，学校

関係者や保護者の皆様，そして何より子どもたちの強い思いと日々の努力が実を結び，

推計で年間約２０万人の修学旅行生を安全にお迎えすることができました。 

令和４年度におきましても，引き続ききめ細やかで安心・安全な受入環境の一層の

充実を図ってまいります。また，修学旅行中の３密を解消するために必要な経費等を

支援する「京の修学旅行３密防止対策等支援事業（京都府事業）」については従前の内

容に加えて，京都府内の広域周遊や教育関連施設を利用される団体を対象に支援を充

実しております（別紙１参照）。同事業の詳細については，４月下旬頃に改めて御案内

しますので，御確認をよろしくお願いいたします。 

さらに，新たな取組として，この度，学校の関心やニーズが高いＳＤＧｓに関する

探求学習プログラム「なんで？がいっぱい，京都と学ぶＳＤＧｓ『Ｑ都スタディトリ

ップ』」の運用を開始いたしました。１２００年を超えて文化と自然が調和し発展し

続けた，まさにＳＤＧｓ先進都市・京都ならではの内容になっており，学校での事前

学習から旅行中の体験学習・交流，事後学習までじっくり学べるコンテンツも用意し

ています。生徒の皆様に「修学旅行でＳＤＧｓを学びたい！」「ＳＤＧｓについてよく

分かる！」と思っていただけるようなＳＤＧｓの１７のゴールすべてに対応するプロ

グラムとなっておりますので，ぜひ御活用ください（別紙２参照）。 

これからも引き続き，旅館やバス事業者，社寺・観光施設等の関係者が一丸となり，

千年を超える歴史を紡いできた京都のまちを安心・安全に学んでいただけるよう，全

力で取り組んでまいります。皆様のお越しをおもてなしの心でお待ち申し上げており

ます。 

なお，昨年・一昨年度，本市からは全市立小・中学校の児童生徒が府外への修学旅

行を安全に実施することができました。関係の皆様の御協力に，心より感謝申し上げ

ます。 
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きょうと修学旅行ナビ https://shugakuryoko.kyoto.travel/ 

https://shugakuryoko.kyoto.travel/


京都では，府と市，観光関連事業者等が連携し，感染症対策に取り組むとともに，きめ細やかなサポート体制を構築し，
修学旅行生のみなさんをお迎えします。

旅マエ 旅ナカ 旅アト

※１ 補助上限額があります。
※２ 万が一陽性が判明した後の待機場所は

学校側で確保いただく必要があります。

令和４年度 京都の修学旅行 安心・安全な受入環境整備の概要

修学旅行専用電話相談（京都観光推進協議会事務局） 修学旅行の一般的な相談（平日のみ）

京都版修学旅行ガイドライン「新しい修学旅行『京都スタイル』」
感染疑い発生時の対応フローや各種助成事業の紹介に加え，宿泊施設や公共交通機関
などの事業者ごとの感染症対策，学校にお願いしたい感染症対策などを掲載

きょうと修学旅行ナビ 新型コロナ特設ＷＥＢページ
修学旅行に役立つ様々な情報や京都府内の感染状況，観光施設等の再開状況など

継続

事前学習「きょうと」徹底攻略
修学旅行ナビで，学習動画や教材を提供

府・市

情報発信
強化

コロナ
陽性時
※２

＜陽性となった生徒を対象＞
①入院時ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ貸出事業
入院中の生徒に対し，保護者等との連絡
用にスマートフォンを貸出し

②陽性時保護者等支援事業 ※1
対象生徒が京都に滞在する場合に要する
経費に対する助成
支援内容：送迎を行う保護者等の交通費

や宿泊料等
当該生徒の居住地への移動に
要する交通費

＜濃厚接触の可能性のある生徒を対象＞
緊急帰宅費用助成 ※1

濃厚接触者となる可能性のある生徒が
緊急帰宅する場合の居住地までの交通費
に対する助成
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京都市

京都府
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別紙１

きょうと修学旅行専用
２４時間感染電話相談

京都滞在中の健康上の相談に対応
↓

相談員が医療機関を調整
↓

医師の判断により検査実施

３密防止対策等支援事業 ※１
３密回避のために，当初予定していた移動手段等を変
更する場合に必要となる追加経費に対する助成
支援内容：貸切バス・タクシーの増車，バスからタク

シーへの変更，宿泊施設等の部屋数の増加

継続

府・市
継続

新たな探究学習プログラムがスタート！

～なんで？がいっぱい，京都と学ぶＳＤＧｓ～

・１２００年続くまち・京都には
ＳＤＧｓの探求につながる「Ｑ」がいっぱい

・学習動画やスタディシートも配信

新
規

※旅行内容（府内の広域周遊や教育関連施設の利用
の有無）に応じて補助上限額が変動 京都府

充実



修学旅行向けＳＤＧｓ探求学習プログラム 

「 Ｑ
きゅー

都
と

スタディトリップ」の運用開始について 

 
１ プログラムについて 
 ⑴ 概要 

「なんで？がいっぱい，京都と学ぶＳＤＧｓ『Ｑ都スタディトリップ』」は，ＳＤＧｓ

に関する，探求学習プログラムです。また，ＳＤＧｓ先進都市・京都（※１）ならでは
の各種学習コンテンツを御用意しており，生徒の皆様に「修学旅行でＳＤＧｓを学びた

い！」「ＳＤＧｓについてよく分かる！」と思っていただけるようなプログラムとなっ
ています。 

（※１）日本経済新聞社が全国 815 市区を対象に実施した「SDGs 先進度調査」では，

京都市が上位に選ばれています。（令和元年度１位，令和２年度２位） 
      また，内閣府が選定する「SDGs 未来都市」及び「自治体 SDGs モデル事業」

においても京都市が選ばれています。 
https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000284783.html 

 ⑵ 特設 Web サイトについて 

   https://q-sdgs.shugakuryoko.kyoto.travel 

＜開設日時＞ 
   令和４年４月１日（金）午後２時３０分頃 

  ＜主な内容＞ 

   ○ 導入として，ＳＤＧｓや，京都でＳＤＧｓを学ぶ意義を動画等で紹介 
   ○ ＳＤＧｓの１７のゴールと関連する２０件の学習コンテンツ(※２)と，その提供

企業・施設を紹介 
   ○ 学習の補助資料「Ｑ都スタディーシート」を提供 

 

（※２）学習コンテンツについて 

・ＳＤＧｓの１７のゴールに対応する２０件の学習コンテンツを，学校の多様なニ

ーズに対応できるよう提供 

・施設見学等により旅行中に１～２時間で手軽に学べるコンテンツ（１９件） 

・コーディネーターとともに，学校での事前学習から，旅行中の体験学習・交流，

事後学習まで，じっくりと学べるコンテンツ（１件） 

⑶ 特徴 

○ 1200年にわたり様々な危機に直面しながらも１つのまちであり続けた世界でも稀

有なまち「京都」をＳＤＧｓのヒントとなる舞台として紹介 

  ○ 1200 年分の願いと工夫を，「なんでだろう？」と問いかけることで子どもの関心

を引き出し，その謎解きをＳＤＧｓ探求につなげる学習コンテンツを提供する。 

○ 学習コンテンツの提供には，先人の願いと工夫を紹介するとともに，地域企業，

これからの 1000 年を紡ぐ企業認定の認定企業等と連携 

 

２ お問合せ 

  京都市産業観光局観光ＭＩＣＥ推進室 

電話：０７５－７４６－２２５５ 
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